
いちごドリルプリント

慣用句(中級)プリント 月 日 名前

問1 祭りの太鼓の音を聞くと（　）が騒ぐ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 肉 2. 汗 3. 骨 4. 血

問2 「口を利く」の意味はどれですか？

1. 自分の意見を強く主張する 2. 食べ物を口に入れて味わう 3. 他人の秘密を勝手にしゃべる 4. 言葉を発する、または仲立ちや紹介
をする

問3 「取り越し苦労」の意味はどれですか？
1. 自分の努力が報われず苦しい思いを
すること

2. 過去の失敗をいつまでも悔やんで悩
むこと

3. 他人の苦労を自分のことのように心
配すること

4. まだ起こっていないことに対してあ
れこれと心配すること

問4 「耳に残る」を正しく使っている文はどれですか？
1. 耳に残るように、毎日掃除をしてい
る。

2. 耳に残るほど、大きな声で叫び続け
た。

3. 耳に残るくらい、冷たい風が吹いて
いる。

4. コンサートで聴いた曲が、ずっと耳
に残る。

問5 新しい意見を聞き入れないなんて、（　）が固い人だ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 手 2. 口 3. 耳 4. 頭

問6 「糸を引く」を正しく使っている文はどれですか？
1. 糸を引くような長い道を歩いて帰っ
た。 2. 凧の糸を引いて、空高く飛ばした。

3. 悪だくみの裏で、彼が糸を引いてい
た。

4. 針に糸を引いて、ボタンを縫い付け
た。

問7 「腕を振るう」を正しく使っている文はどれですか？

1. 重い荷物を持つために腕を振るう。
2. 準備体操で準備運動として腕を振る
う。 3. 腕を振るうと筋肉痛になった。

4. 得意の料理でパーティーの腕を振る
う。

問8 「気が置けない」の意味はどれですか？

1. 信頼できず、油断ができない 2. 非常に緊張して落ち着かない 3. 遠慮する必要がなく、親しく付き合
える

4. 相手に対して警戒心を持ってしまう

問9 何度も頼みごとをするのは（　）が引ける。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 気 3. 手 4. 足

問10 久しぶりに（　）を執って手紙を書く。（　）に入る言葉はどれですか？
1. ペン 2. 筆 3. 鉛筆 4. 墨

問11 甘い言葉にのせられて（　）車に乗る。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 足 3. 口 4. 手

問12 「胸に刻む」を正しく使っている文はどれですか？

1. 転んで胸に刻むような傷を負った。 2. 時計の針を胸に刻んで進める。 3. 彫刻刀で机の胸に刻む。
4. 卒業式の校長先生の言葉を胸に刻
む。

問13 「肩身が狭い」を正しく使っている文はどれですか？
1. テストで悪い点を取り、親に対して
肩身が狭い思いをした。

2. 満員電車で肩身が狭いほど体が押し
つぶされた。

3. 狭い部屋で寝ていると肩身が狭くて
眠れない。

4. 肩身が狭い服を着ているので動きに
くい。

問14 「鼻持ちならない」を正しく使っている文はどれですか？
1. 風邪をひいて鼻が詰まり、鼻持ちな
らない状態だ。

2. 鼻持ちならないほど、花の良い香り
が漂っている。

3. 鼻持ちならないので、ハンカチで鼻
をかんだ。

4. いつも自分の成績ばかり自慢する彼
は、鼻持ちならない。

問15 「肩入れする」を正しく使っている文はどれですか？
1. 重い荷物を運ぶために、友人の肩入
れを借りた。

2. 肩入れして歩くと、足が疲れてしま
う。

3. 私は幼なじみのチームが勝てるよ
う、全力で肩入れした。

4. 肩入れしすぎて服の縫い目が破れて
しまった。

問16 「足が出る」を正しく使っている文はどれですか？
1. 靴が小さくてかかとから足が出てい
る。

2. 走るのが速すぎて足が出る。 3. ズボンの裾が短くて足が出ている。 4. 買いすぎて予算から足が出てしまっ
た。

問17 「高をくくる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 試験を簡単だと高をくくっていた
ら、悪い点数だった。

2. 荷物の高をくくって、トラックに積
み込んだ。

3. 高い場所にある荷物を高をくくって
取り出した。

4. 商品の高をくくって、レジで合計金
額を計算した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 4
血

「血が騒ぐ」の「血」の部分が入ります。 意味は「興奮してじっとしていられない気持ち
になる」です。

問2 答え 4
言葉を発する、または仲立ちや紹介をする

「口を利く」は「言葉を発する、または仲立ちや紹介をする」という意味です。

問3 答え 4
まだ起こっていないことに対してあれこれと心
配すること

「取り越し苦労」は「まだ起こっていないことに対してあれこれと心配すること」という意
味です。

問4 答え 4
コンサートで聴いた曲が、ずっと耳に残る。

「耳に残る」の正しい使い方は「コンサートで聴いた曲が、ずっと耳に残る。」です。 意
味は「聞いた音や言葉が、いつまでも忘れられずに心に残る」です。

問5 答え 4
頭

「頭が固い」の「頭」の部分が入ります。 意味は「考えが凝り固まっていて、融通がきか
ない」です。

問6 答え 3
悪だくみの裏で、彼が糸を引いていた。

「糸を引く」の正しい使い方は「悪だくみの裏で、彼が糸を引いていた。」です。 意味は
「裏から人を操って物事を動かす」です。

問7 答え 4
得意の料理でパーティーの腕を振るう。

「腕を振るう」の正しい使い方は「得意の料理でパーティーの腕を振るう。」です。 意味
は「持っている能力や技術を十分に発揮する」です。

問8 答え 3
遠慮する必要がなく、親しく付き合える

「気が置けない」は「遠慮する必要がなく、親しく付き合える」という意味です。

問9 答え 2
気

「気が引ける」の「気」の部分が入ります。 意味は「相手に対して申し訳なく思い、自信
がなくなる」です。

問10 答え 2
筆

「筆を執る」の「筆」の部分が入ります。 意味は「文章を書いたり絵を描いたりし始め
る」です。

問11 答え 3
口

「口車に乗る」の「口」の部分が入ります。 意味は「相手の巧みな言葉にだまされる」で
す。

問12 答え 4
卒業式の校長先生の言葉を胸に刻む。

「胸に刻む」の正しい使い方は「卒業式の校長先生の言葉を胸に刻む。」です。 意味は
「忘れまいと心に深く留める」です。

問13 答え 1
テストで悪い点を取り、親に対して肩身が狭い
思いをした。

「肩身が狭い」の正しい使い方は「テストで悪い点を取り、親に対して肩身が狭い思いをし
た。」です。 意味は「世間に対して面目が立たず、引け目を感じる」です。

問14 答え 4
いつも自分の成績ばかり自慢する彼は、鼻持ち
ならない。

「鼻持ちならない」の正しい使い方は「いつも自分の成績ばかり自慢する彼は、鼻持ちなら
ない。」です。 意味は「相手の言動が自慢たらしく、我慢できないこと」です。

問15 答え 3
私は幼なじみのチームが勝てるよう、全力で肩
入れした。

「肩入れする」の正しい使い方は「私は幼なじみのチームが勝てるよう、全力で肩入れし
た。」です。 意味は「特定の側をひいきして、援助や支持をする」です。

問16 答え 4
買いすぎて予算から足が出てしまった。

「足が出る」の正しい使い方は「買いすぎて予算から足が出てしまった。」です。 意味は
「予算を超えて赤字になる」です。

問17 答え 1
試験を簡単だと高をくくっていたら、悪い点数
だった。

「高をくくる」の正しい使い方は「試験を簡単だと高をくくっていたら、悪い点数だっ
た。」です。 意味は「相手や物事を軽く見て大丈夫だと判断する」です。


